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概要：本研究では、モーションキャプチャ装置で計測した日本舞踊動作について、構造に関する変数（構造変数）

と時空間に関する変数（時空間変数）を計測し、動作及び動作者を識別する性能を基準にして、両者の持つ情報を

比較している。対象舞踊動作は日本舞踊の「娘形作品」で多用される基礎動作「オクリ」である。用いたデータ

は、熟達した舞踊家が、概念的説明をしようとして踊った動作と、その生徒の 2舞踊家が同じ動作を各複数回踊っ
た動作を、モーションキャプチャ装置で計測したものである。構造変数は、吉村らが定義した 48種類の指標、及
びそれらの比を取ったものである。時空間変数は、モーションキャプチャ装置から出力された、31個のマーカ及
び「オクリ」に特に密接な 8個のマーカの y座標である。本研究では、複数の動作が識別できるか、複数の舞踊家
を識別できるか、という 2種類の実験を行い、これらの変数のうちの、どのようなものが高い正答率を与えるか
調べている。実験結果としては、31個のマーカの y座標時系列を利用した場合が最も高い正答率を与えていた。
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1 はじめに

本研究では、モーションキャプチャ装置で計測した

日本舞踊動作について、構造に関する変数（構造変数）

と時空間に関する変数（時空間変数）を計測し、動作

および動作者を識別する性能を基準にして、両者の持

つ情報を比較している。この種の研究報告は内外を通

じて見当たらない。

舞踊動作を扱った研究報告は民謡を対象にした

[1][2][3]などがあるが、我々とは目的が異なっている。
われわれは日本舞踊動作の解析を行ってきた [4][5]が、

最近では丸茂の先行研究 [7]に基づいて「娘形作品」と
いう種類に分類される舞踊の中から相対的に多用され

る基礎動作「オクリ」をとりあげ、計量的に考察し、用

途別、習得段階的にその特質を捉えている。そこでは

それぞれのタイプの基礎動作の共通の特徴を調べ、解

析を通して稽古体系に関する構造を探ることを行って

いる [8][9][10][11]。「オクリ」とは、男役・女役ともに
用いられる 3歩の足の動作である。原則として「進行
方向の足を斜め前に出し、次に逆の足を入れ込み、再

び進行方向の足を出して 3歩進むこと」である [6]。こ
の動作には 5種類の用途がある [7]。我々はその中の、
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娘形の人物の心情を思いながら踊るのが特徴的な「女

性的表現」と、手でものを「差し示す」動作で手や足に

力学的な関係があることが特徴的な「説明的動作」を

取り上げてきた。本報告は引き続き、基礎動作「オク

リ」について上記の、「女性的表現」と「説明的動作」

という用途の異なる 2つのタイプを取り上げる。
われわれはこれまで、舞踊動作の典型的な形につい

て、それを演じ分けられる熟達した舞踊家に踊って貰

い、特徴を表す指標を定義して、それらの指標が動作

の特徴を把握していることを実験で確かめた。さらに

指標定義の評価実験として動作識別実験を行ってきた。

これらの指標は、先の２つの舞踊動作が含まれる作品

を複数の舞踊家に踊って貰い、実際に当該部分に適用

したところ、踊り手の識別にも効果的であった。その

有効性は、動作の質やいろいろな要因、多変量解析で

用いられる部分空間や距離などに依存するが、舞踊家

の個人性、舞踊動作の固有性は、この実験でこれら指

標を用いて高精度で識別された [10][11]。
しかし、これまで行った実験では定義した指標をそ

のまま識別変数として用いてきた。それに対し、手、

足、角度などの速度、加速度に関して「オクリ」区間

の相対的な値を持つ変数にすることが考えられる。ま

た、解析したデータを加工するのではなく、収集した

各フレームにおける座標データを利用することも考え

られる。前者の変数を構造変数と呼ぶことにし、後者

の変数を、時空間変数と呼ぶことにする。これらは情

報の質は異なるものである。以下ではこれらの変数を

特徴というときもある。どちらが動作の情報をより多

く含むかという観点から調べる。本手法とは異なるが、

村瀬 [12]はビデオ画像の歩行動作の認識を固有空間法
に基づき行っているが、その手法は参考になる。

以下、第 2、3章で舞踊動作を表す構造特徴につい
て、第 4章で時空間特徴について述べ、第 5章で識別
実験とその結果、第 6章で考察とまとめを行う。

2 舞踊動作を表す特徴

2.1 データ形式

舞踊動作の特徴を定量化するために、我々は立命館

大学のモーションキャプチャシステムVicon512[13]で
収録した 3次元時系列データを用いる。マーカの数は
31個で、ほかに小道具を手に持たせることが出来る。
各マーカは番号を付けて特定される。例を図 1に示す。
「オクリ」に特に関係のあるマーカは次の 8個である。

番号 6と 12 肩の左右
番号 9と 15 左右の手の甲
番号 20と 21 腰の左右
番号 26と 27 左右の足首.

図 1: 番号により特定される装着マーカの位置

各マーカの出力は {(x(t), y(t), z(t); t = 1, 2, ..)} で
得られ、mm単位で測られる。そこで、tは動きの開始

点からの時間を表し、x, y や z 座標の正の方向は、そ

れぞれ、動作者の左側、上側、床面の前方である。時

間間隔はここでは 1/60秒で収録し、1/30秒間隔に間
引いて使用している。本論文ではこの単位をフレーム

として参照される。例えば、30フレームとは動き始め
てから１秒であることを意味する。

2.2 データセット

我々は 17 の「女性的表現」のオクリおよび 13 の
「説明的動作」のオクリから成るデータセットを用い

ている。それらのオクリは “ok#.”として参照される。
女性的表現と説明的動作の利用可能な番号はそれぞれ

以下の様である [8][9]。
{3, 4, 8, 10, 15, 19, 26, 34, 35, 39, 42, 48, 49, 53, 54, 55, 58}
{12, 14, 18, 20, 21, 24, 27, 40, 41, 43, 47, 50, 65}。
図 2に、データセットの中の足の軌跡及び身体動作

の骨格画像の動きの 4例を示す。上側の 2例は女性的
表現であり、下側の 2例は説明的動作である。

2.3 舞踊動作を表す 2種類の特徴と識別法

構造特徴：「女性的表現」の「オクリ」では女らし

さを表す特徴が、「説明的動作」では、手や足や捩れの

力学的関係を表す特徴が求められる。それらを検討し

て 48個の指標を定義した。例えば、r13は女らしさを

表す典型的な足づかいの特徴である。r11や、速度・加

速度関連特徴、捩れ関連特徴は「女性的表現」と「説

明的動作」の違いを表す特徴となっている [10][11]。次
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章でこれら 48個の定義を簡単に説明する。また、識別
に利用するために指標の相対比も定義する。構造特徴

を用いる識別法を構造解析法、略して、構造法と呼ぶ。

その手順を表 1左側に示す。

時空間特徴：観測時に得られるマーカの y座標値系
列が時空間特徴となる。一般に 3D(x,y,z)座標値系列が
あれば、すべての時刻で身体に取り付けたマーカの位

置を線で結ぶことにより人の身体を表示できる。時々

刻々に身体を表示することにより動作のアニメーショ

ン表示ができる。識別に利用する場合は前処理として

時間軸および大きさの正規化を行う。時間軸の正規化

は、標本化、必要に応じて平滑化、を行う。大きさの正

規化は身長比で行う。本研究で取り扱う「オクリ」は

左右の斜め方向に進む動作である。x,z 座標値は「オク
リ」により異なるため、y座標値のみを使用する。実際
の処理手順は次に示す通り、3D(x,y,z)座標値に対し前
処理を行い、y座標値のみ識別に利用している。
時空間特徴を用いる識別法を時空間パターン法、略

して、時空間法と呼ぶ。その手順を表 1右側に示す。

表 1: 識別法の手順
構造法 時空間法
構造解析指標の定義 前処理 1(時間軸)
変数選択 前処理 2(身体寸法)
前処理 (相対比変数) 変数選択 (マーカ,座標値)
辞書作成 辞書作成
距離計算 距離計算
識別判定 識別判定

3 構造法で用いる特徴

3.1 指標

これまでに、「女性的表現」は歩の進め方、特に２

歩目の進め方の遅さで女らしさを表す動作であること、

「説明的動作」は手で情景を説明しながら同じ速さで歩

を進める動作であることが分かった [8][9][10][11]。どち
らも身体をヒネリながら進むが、足の出し方、手の使

い方が特徴的である。足は着物に隠れて殆ど見えない

が、着物の裾に隠れた足の動きや速さ、そのときの身

体の捻れ方、手の使い方、そのタイミングなどで、女

らしさが現れているかなどをみることになる。そのた

め対象とする動作の特徴は、足、手、捻れなどで定義

できる。具体的にキャプチャデータでは、先にあげた

8個のマーカの部位、足首、手の甲、左右肩、左右腰が
対象となる。

女性的表現
ok15 ok42

説明的動作
ok43 ok65

図 2: ４つの軌跡例。足の軌跡例 (上側)、対応する身体動作の動き
例 (下側)。

3.1.1 指標の定義に用いられる記号

既に定義した指標について簡単に説明しておく。説

明用に模式的に図 3に示す記号を共通に用いる。図 3
において、上側の曲線はマーカ番号 26(左足首)の y座

標、下側の曲線はマーカ番号 27(右足首)の y座標、三

つの山 M1, M2 と M3 はオクリの第 1，第 2，第 3 ス
テップに対応した山、変数 j, t, S はそれぞれ、フレー

ム番号、時間間隔、面積である。

1. Mb (b = 1, 2, 3)の頂点 ib間の時間:t1,t2
2. Mb (b = 1, 2, 3)の始点、終点:jb1, jb2

3. M2の頂点から始点、終点までの時間:t3, t4
4. M2の始点、終点と頂点までの面積:S1, S2

5. M1 の始点からM3 の終点までの手の動きをみる

区間の長さ:t5
6. Mb (b = 1, 2, 3)の始点から終点までの足の動きを
みる区間の長さ:ub

7. Mb (b = 1, 2, 3)の始点、終点と頂点間を足の動き
をみる区間の長さ:ub1, ub2

3.1.2 足首の動きに関する指標

「オクリ」の第 2の山 (山 2またはM2)のゆっくり
した動きは「女性的表現」の特徴である。このM2 の

カーブにタメが出来る [8]。一方、「説明的動作」のオ
クリは、3歩のリズム (間)がほぼ同じという特徴があ
る [9]。図 2によれば、足首の移動距離は「女性的表現」
より大きいことがわかる。定量化には次の 7種類 26個
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図 3: 記号の模式図

の指標を定義している。

間隔比: r11 = t1/t2　

M2の時間比: r12 = t3/t4　

M2の面積比: r13 = S1/S2　

M2の平均高さ比: r14 = S1/t1
S2/t2

　

足首の速度： r15bn = v/ubn (b = 1, 2, 3; n = 1, 2) の 6
個、および r15b=v/ubの3個、それぞれ区間ubn, ub

内平均速度である。ここで、v はマーカ 26または
27で捉えられる速度。

足首の加速度： r16bn = a/ubn (b = 1, 2, 3; n = 1, 2)の
6個、および r16b = a/ub の 3個、それぞれ区間
ubn, ub 内平均加速度である。ここで、a はマーカ

26または 27で捉えられる加速度。

足首の移動距離： r17bc = disbc (b = 1, 2, 3; c = 1, 2, 3)
: Mb から Mc への移動平均距離 (dis)。具体的に
は、区間 [j12, j22], [j12, j32], [j12, j32], [j11, j32]内の
平均ユークリッド距離 4個。

3.1.3 手の甲の動きに関する指標

情景を指し示しながら動く手の動きの速さは、足

の動きより速くそのスケールは大きい。定量化には

M1, M2, M3 に関する次の 2 種類 10 個の指標を定義
している [9]。

手甲の速度： r21k = v/tk; k = 1, 2, . . . , 5, 区間 tk 内

の平均速度。v はマーカ 9,15で捉えられる速度。

手甲の加速度： r22k = a/tk; k = 1, 2, . . . , 5, 区間 tk

内の平均加速度。a はマーカ 9,15で捉えられる加
速度。

3.1.4 ねじれ角度に関する指標

身体のねじれは用途の異なるオクリによって異なる。

そこで、マーカ番号 6,12間の肩ベクトル vs とマーカ

番号 20,21間の腰ベクトル vhのなす水平角 (pan)と仰
角 (tilt) [14]を求める。この角度の値に基づき次の 3種
類 12個の指標を定義している。

最大角度： r31k; k = 1, 2, t5 区間内の水平角、仰角の

絶対値の最大角度。

ねじれの水平角速度： r32k = v/tk; k = 1, 2, . . . , 5, 区
間 tk 内平均角速度。ここで、v は角速度。

ねじれの水平角加速度： r33k = a/tk; k = 1, 2, . . . , 5,
区間 tk 内平均角加速度。ここで、a は角加速度。

3.2 指標の相対比で定義した構造変数

以上 48個の変数を用いた識別実験の一部について
は既に報告した [10][11]。ここでは 3.1で定義した指標
の比をとり、次に示す 22個の変数を構造変数とした。
[足首の動きに関する指標から 11個]

間隔比: h1=r11 = t1/t2

M2の時間比: h2=r12 = t3/t4　

M2の面積比: h3=r13 = S1/S2　

M2の平均高さ比: h4=r14 = S1/t1
S2/t2

　

足首の平均速度比： h5,h6,h7：各歩みの山Mb,b=1,2,3
の始点と頂点までと頂点から終点までの速度の比 3
個。　

足首の平均加速度比： h8,h9,h10：各歩みの山 Mb,
b=1,2,3の始点と頂点までと頂点から終点までの
加速度の比 3個。　

足首の移動距離比： h11,h12,h13：各歩み間の移動距離

とオクリ全区間のユークリッド距離比 3個。

[手の甲の動きに関する指標から 4個]

手の甲の速度比： h14,h15：区間 t1,t2,および t3,t4の速
度比 2個。

手の甲の加速度比： h16,h17：区間 t1,t2,および t3,t4の
加速度比 2個。

[ねじれ角度に関する指標から 5個]

最大角度比： h18=r311/r312オクリ区間内の水平角、仰

角の絶対値の最大角度比
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ねじれの水平角速度比： h19,h20：区間 t1,t2, および
t3,t4の水平角速度比 2個。

ねじれの水平角加速度比： h21,h22：区間 t1,t2, および
t3,t4の水平角加速度比 2個。

4 時空間法で用いる特徴

4.1 時空間特徴の定義

時間軸の標本化：オクリ区間を再標本化して T 区間と

する。T は 50．

時間軸の平滑化： T 区間を平滑化して P 区間とする。

P は 10．改めてこの P をフレーム数と呼ぶ。

身長比による y座標の正規化：参照サンプルの動作者

の身長を 1として身長の正規化を行う。

マーカ数の選択　：マーカ数を S とする。S を 31と
8の 2種類とする。31は身体に装着した小道具を
除くすべての部位のマーカ数であり、8は先にあ
げたオクリに直接関係する左右の肩、手の甲、腰、

足首の 8マーカである。

特徴ベクトル：Xk=
{xijk; i = 1, 2, ., S; j = 1, 2, ., P ; k = 1, 2;}
={x11k, x12k, .., x1Sk, x21k, x22k, .., x2Sk, ..,

　 xP1k, xP2k, .., xPSk}
ここで、特徴ベクトルの次元数 N は PS。iは S

以下のマーカ番号、 j は P 以下のフレーム番号、

kは 2以下の識別タイプの番号。

女性的表現および説明的動作の時空間特徴の例を図

4図 5に示す。どちらの図も上から正面図、鳥瞰図、側
面図となっている。左右どちらに移動するかはそれぞ

れ異なる。これらの図からわかるように、「女性的表現」

の動き時間 (フレーム数)は「説明的動作」に比べて長
い。後者はあっという間に終わる。しかし、時間軸正

規化によりいずれも同様に 10フレームのパターンにな
る (図 5)。

5 識別実験

本論文では次の実験を行う。

1. 予備実験P1, P2：参照サンプルによる動作識別実験
2. 識別実験 T 1：２つの動作の識別実験
3. 識別実験 T 2：２人の舞踊家の識別実験

女性的表現
ok15 ok42

説明的動作
ok43 ok65

図 4: 時間正規化前の軌跡例。上下段とも上から xy, xz, zy 平面
の順。

5.1 参照サンプルとテストサンプル

実験では、舞踊歴 45年の塾達舞踊家 M が参照動作
を与えるために、17の女性的表現のオクリと 13の説明
的動作のオクリを、それぞれ分けて踊った [8][9]。こう
して得られたデータセットを参照サンプルとした。表

2の上段に示す。
それに加えて、3人の舞踊家 H,O と塾達舞踊家 M

がオクリ動作を含む２つの踊り (娘形作品「初子の日」
の初めから 2部分でそれぞれ約 2000,3000フレーム位
の長さ)を踊った。H,Oはお互いに異なる流派に属し経
験を積んだ舞踊歴 20年弱の舞踊家である。
これらの踊りから当該部分を抽出して指標を計測し

た。計測データを同じく表 2に示す。表 2に示すよう
に、T 1の参照サンプルとして Ref.を用い、テストサ

ンプルとして、Tesmo,Tesmh,Teshh,Tesoh を用いた。

また、T 2 の参照サンプルおよびテストサンプルには
R&Thh,R&Tohを用いた。

参照サンプルに含まれるデータは 2章第 2節で説明
したように、番号の前に “ok15” とか “ok65”　のよう
に “ok#.”として参照される。
テストサンプルに含まれるデータは、“mo11” とか

“oh25”　のようにデータセットの名前で識別される。
この名前は、1番目の文字は舞踊家の名前、２番目の文
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女性的表現

説明的動作

図 5: 時間正規化後のパターン例 (zy 平面)。10 フレームのパターン例、上から女性的表現の ok15,ok42, 説明的動作の ok43,ok65 の順。

字は踊り (ここではオクリの o 又は「初子の日」の h)
の名前、３番目の文字はオクリの番号 (1 → ok42 and
2 → ok43)、そして、４番目の文字は繰り返し番号を表
す。例えば、データセット “oh25” は、舞踊家 O 、説
明的動作のオクリ ok43、踊り “h”の 5番目に踊られた
ものである。

5.2 参照サンプルによる予備実験 P1, P2

参照サンプルは、稽古体系に関する構造を探るため

にそれぞれのタイプの基礎動作を解析してそこにある

共通の特徴を調べて集めたものである。しかし、得ら

れた計測値集合は、最も初期に習う舞踊動作から中期、

後期の習得期に習う舞踊動作に至る、難易度の異なる

動作の集合である。

この参照サンプルの質を見るために、予備実験 P1
では、「女性的表現」「説明的動作」に属する参照サンプ

ルの全てについて一つ一つ調べたときにどの程度、そ

れらの属するタイプに識別されるかを調べる。

予備実験 P2では「女性的表現」「説明的動作」に属
する参照サンプルを用いて leave-one-out法で調べる。

5.3 識別法

変数選択 V1:構造変数:48,22変数、時空間変数:310変
数。

V2:構造変数:26,15変数 (0.9以上の相関係数の一
方除去)、時空間変数:80変数。

変数の標準化 A1:標準化しない.

A2:標準偏差値で標準化.

識別空間 B2:主成分分析を用いた次元減少.

距離測度 D2:個別分散行列に基づくマハラノビス距離.

すなわち実験条件はつぎの 2つの組み合わせになる。

　 E2:(A1, B2, D2) 　 E4:(A2, B2, D2)

表 2: 参照サンプルとテストサンプル
Label Type Dancer Size Dataset

P1,P2の参照およびテストサンプル
Ref. 女性的 M 17 femi

説明的 M 13 desc
T1の参照サンプル

Ref. 女性的 M 17 femi
説明的 M 13 desc

T1のテストサンプル
Tesmo 女性的 M 1 mo11

説明的 　 M 1 mo21
Tesmh 女性的 M 1 mh11

説明的　 M 1 mh21
Teshh 女性的 H 5 hh11-15

説明的 H 5 hh21-25
Tesoh 女性的 O 5 oh11-15

説明的 O 5 oh21-25
T2の参照およびテストサンプル

R&Thh 女性的 H 5 hh11-15
説明的 H 5 hh21-25

R&Toh 女性的 O 5 oh11-15
説明的 O 5 oh21-25
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5.4 実験結果

5.4.1 参照サンプルによる予備実験

比較のため、2種類の変数選択に対する 2種類の識
別法の実験結果を示す。

予備実験 P1：自分も含まれる辞書との識別。

予備実験 P2：自分を含まない辞書との識別。

参考のため、指標をそのまま識別に用いた場合 (変数
48,26)を構造法 1とし、それとともに、今回行った、指
標の相対比を用いた場合 (変数 22,15)を構造法 2として
示し、これらを時空間変数を用いた場合 (変数 310,80)
の実験結果とともに表 3に示す。

表 3: 実験 P1, P2の結果 (%)　実験 P1は自分を含む辞書、実験
P2は自分を含まない辞書で、leave-one-out 法を用いている。上段
は構造法 1(48変数)、中段は構造法 2(22変数)で、下段は時空間法
の各場合

実験 P1 実験 P2
(変数の数) E2 E4 E2 E4

構造 1 V1(48) 100 97 88 86
V2(26) 100 97 86 79

構造 2 V1(22) 100 97 75 72
V2(15) 100 100 71 74

時空間 V1(310) 100 100 93 87
V2( 80) 100 97 94 90

表 3によれば、結果は当然のことながら、実験 P1
の識別率が実験 P2より高かった。実験 P2では時空間
法が最も高く、次いで構造法 1が高く、構造法 2はお
よそ 7割であった。識別法は標準化しない E2が良かっ
た。紙面の都合で示していないが、全体的には、女性

的表現の特徴データはかなり広く分布していることが

うかがえた。それに比べれば説明的動作ではそれらの

特徴を適切に把握していると思われた。

5.4.2 テストサンプルによる識別実験

T2 の実験では、テストサンプルに Teshh または

Tesoh の中の 1 個を用いたときに、残りの 4 個を参
照サンプルとする、それをデータセット５個に対し代

わる代わる役割を変えて行う leave-one-out法で推定し
た。実験結果を表 4に示す。
動作識別は、表 4によれば、構造法 1および時空間

法では変数を標準化しない E2は 100%の識別率であっ
た。構造法 2ではあまり良くはないが、変数を標準化
するE4が少し良い。それに比べ、舞踊家識別ではとも
に変数を標準化しない E2がよい。特に構造法 2は時空

表 4: 実験 T1, T2の結果 (%)　実験 T1は動作識別、実験 T2は
舞踊家識別で、leave-one-out 法を用いている。上段は構造法全 48
変数の場合、中段は構造法全 22変数の場合で、下段は時空間変数の
場合

実験 T 1 実験 T 2
(変数の数) E2 E4 E2 E4

構造 1 V1(48) 100 100 95 95
V2(26) 100 96 95 90

構造 2 V1(22) 75 79 100 95
V2(15) 75 83 100 83

時空間 V1(310) 100 67 100 75
V2( 80) 100 96 100 70

間法の変数の場合とともに、100%の識別率であった。
いずれも、標準化しないで個別分散共分散行列に基づ

き主成分分析を行った E2のときが識別率が高かった。

6 考察と今後の課題

本報告の動作識別実験では、「初子の日」から取り出

した、オクリ番号の ok42, ok43をそれぞれ女性的表現、
説明的動作のテストデータに用いている。ok42,ok43が
どの程度それぞれのクラスの特徴を反映しているかど

うかをみると、全て正解であった。このことからテスト

に用いたそれぞれの動作データは定義に基づいて踊っ

ているなら正しく識別されると言える。実際に実験を

行った結果は正しく識別されていた。

6.1 舞踊家識別

舞踊家識別実験においては動作識別実験で選択され

た変数を用いている。本実験は 2舞踊家を対象にして
いるが、定義されたこれらの指標は舞踊家の動作の個

人性識別にも有効で、安定して高い識別率を示した。1)
身長差、2)足、手、捩れの各変数の役割差などが考え
られるのでそれぞれについて調べたところ、1)身長差
については、2舞踊家H,Oの舞踊家Mに対する身長比
による正規化を行っているが、正規化を行わない場合

に比べて正答率に変化は見られなかった。2)について
は、捩れ角度関連の変数が最も高い識別率を示した。

6.2 識別に利用する変数

構造情報と時空間情報による識別実験結果は、参照サ

ンプルによる予備実験では実験 P1ではともに 100%で
あるが、P2では構造法より時空間法の方がE2で90%以
上と高い正答率を与えた。

テストサンプルによる識別実験結果は、表 4に示す
ように動作識別でも時空間法 E2で 100%の高い正答率
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女性的表現

説明的動作

図 6: 時間正規化後のパターン例 (zy 平面)。10 フレーム中の
1,3,5,7,9フレームのパターン例、上から女性的表現の「オクリ」ok42
を含む hh11,oh11, 説明的動作「オクリ」ok43 を含む hh21,oh21
の順。

を与えた。構造法も構造法 1は構造法 2に比べて正答
率は高い。構造法 2の相対比による場合は動作識別に
はあまり効果的ではない。舞踊家識別では時空間法、相

対比の構造法 2においてE2で 100%であった。これは、
2人の舞踊家識別ではどちらの情報にも識別可能な程
度に個性があることを示している。

T 2で用いた 2舞踊家の「女性的表現」「説明的動作」
の時間正規化後のパターン例 (zy平面)を図 6に示して
おく。

6.3 今後の課題

小規模実験ではあるが、用途の異なる 2つの動作の
識別、また２舞踊家の動作の個人性の識別に関する実

験を通して、動作特徴を表す指標は識別に対してもそ

れなりに有効であることが証明された。識別という側

面からみると、平均的には時空間情報は構造情報より

多く動作情報を含んでいるといえる。

しかし、時空間情報からは例えば「女性的表現」の

足首の「タメ」の様子、「説明的動作」の力学的動作構

造はわからない。必要に応じてこれらの情報特徴を使

い分けする必要があろう。紙面の都合で割愛したが、多

変量解析の結果による動作情報全体の把握状況は、固

有ベクトルの逆変換を用いることによりどのように把

握されていたかがわかる。先にも説明したように、「オ

クリ」動作は左右両方向に移動するので特徴には y座標

のみを用いているが、ここで採用した特徴ベクトルは

身体情報を素直に表示できるように設定している。さ

らに検討を加えることによりこの種のデータ解析への

応用性は広まると思われる。構造解析同様に時空間解

析も奥の深いものが感じられる。
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